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少黒点系ヤマメの作出

工藤真弘・小野淳・米沢純爾

日）およびふ化後２３ケ月目（1992年１０月９日）に背

部黒点数の計数を行った。

(2)選抜２代目

供試親魚選抜１代目を親魚として，少黒点系の通

常交配組および極体放出阻止型雌`性発生組からは黒点

数の少ない雌をそれぞれ２尾ずつ選抜し，多黒点系の

通常交配組および極体放出BHIﾄ型雌`性発生組からは黒

点数の多い雌をそれぞれ１尾ずつ選抜した。

実験区採卵は1992年１０月２９日～１１月５日にか

けて個別に行った。少黒点系，多黒点系とも通常交配

魚からは通常交配，雌性発生魚からは雌,性発生（極体

放出阻止）によって２代目の交配組を合計６組作出し

た。

交配方法通常交配では少黒点系には黒点数の少な

い雄，多黒点系には黒点数の多い雄を選抜して１対1

で媒精した。雌性発生は選抜１代目と同様の方法に

よって高温処理を行った。

黒点数の計数ふ化後１１ケ月目（1993年１０月５

日)，ふ化後１６ケ月目（1994年３月２８日）およびふ

化後２３ケ月目（1994年１０月２８日）に背部黒点数を

計数した。

東京都水産試験場奥多摩分場では1961年，全国に

先駆けてヤマメの完全養殖に成功し，以来多摩川水系

産ヤマメを継代飼育してきた。奥多摩分場で生産され

たヤマメ種苗は河川放流用と養殖用の二つの用途で利

用されるが，いずれも天然魚に近い容姿をもつという

ことが要件の一つになっている。しかし近年，天然魚

に比べると黒点数の非常に多い個体が目につくように

なり，イメージの低下が懸念された。一方，奥多摩分

場産ヤマメの斑紋と黒点数の遺伝率に関する研究結果

から奥多摩分場産ヤマメの黒点数に関する育種方法と

しては個体選抜が望ましいことが明らかになったl)。

そこで，選抜育種によって黒点数の少ない系統を確立

すること目的とし，通常交配と雌性発生による選抜効

果について比較検討した。

材料と方法

(1)選抜１代目

供試親魚1990年１０月１２日に奥多摩分場で飼育

中のヤマメ１十年魚の背部黒点数')の計数を行ない，標

識によって個体識別して親魚候補とした。この中から

平均値（黒点数76.2個）よりも黒点数の少ない雌２

尾（黒点数36個および30個）を選抜して少黒点系と

し，黒点数の多い雌１尾（黒点数142個）を選抜して

多黒点系とした。

実験区採卵は1990年１０月２９日に個別に行い，

それぞれについて通常交配および極体放出阻止による

雌性発生を行ない，合計で６組の交配組を作出した。

交配方法雌性発生にはカワマスの精子を不活化2）

して用い，媒精５分後に２８℃，１５分間の高温処理を

行った。通常交配では少黒点系には黒点数の少ない雄

2尾，多黒点系には黒点数の多い雄１尾を選抜して１

対１で媒精した。

飼育方法ヤマメ飼育の常法に従って腹仔別に２年

間飼育した。

黒点数の計数ふ化後１１ケ月目（1991年１０月１７

結果

(1)選抜１代目

ふ化後１１ケ月目（1991年10月１７日）およびふ化

後２３ケ月目（1992年１０月９日）の平均黒点数を表１

に示した。ふ化後１１ケ月目では交配組間の黒点数の

平均値に顕著な違いはみられなかったが，ふ化後２３

ヶ月目では通常交配，雌性発生とも少黒点系の黒点数

の方が多黒点系より少ない傾向を示した。また，選抜

前の親魚候補群の採卵直前（1990年10月１２日）の背

部黒点数と選抜１代目の採卵直前（ふ化後２３ヶ月目，

１９９２年１０月９日）の背部黒点数の頻度分布を図１に

示した。少黒点系の黒点数は通常交配，雌'性発生とも

選抜１代目ですでに分布範囲はほぼ50個以下となり，



表１ヤマメ選抜１代目の背部黒点数の推移

選抜１代目親魚の黒点数

ふ化後２３ケ月目ふ化後１１ケ月目
実験区交配方法

平均体長平均黒点数

（、）（個）
雌 個体数

（尾）

雄 平均標準体長平均黒点数
（､､）（個）

個体数

（尾）

10.9

13.7

6６261.2

93244.2

6.5

9.1

100119.7

127116.0

1-Ｎ少黒点系通常交配

ｌ－Ｇ少黒点系雌性発生

3６

３６

3２

5５276.0１５．５

７１２５７０２５．５

8６123.5１１．４

７７128.8２３．５

3０

３０

2-Ｎ少黒点系通常交配

2-Ｇ少黒点系雌性発生

1３

5７255.2７８．４

３４261.9125.7

7４124.5３７．９

６３118,7４５９

142

142

3-Ｎ多黒点系通常交配

3-Ｇ多黒点系雌性発生

8４

(2)選抜２代目

1993年１０月５日（ふ化後１１ケ月)，1994年３月２８

日（ふ化後１６ケ月）および'994年１０月２８日（ふ化

後２３ケ月）の黒点数を表２に示した。ふ化後１１ケ月

の黒点数は通常交配区，雌性発生区とも少黒点系と多

黒点系間では平均値に差が認められた。また，通常交

親魚集団と比較して黒点数の少ない方に大きく偏った

分布を示した。多黒点系の黒点数は通常交配組，雌性

発生組とも親魚集団と同程度の分布範囲を示し，通常

交配組の黒点数の平均値は雄親魚の黒点数に近く，雌

性発生組の黒点数の平均値は雌親魚の黒点数に近く

なった。

親魚集団
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図１ヤマメ選抜１代目の背部黒点数の分析

－１３－



親魚集団（選抜1代目）
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図２ヤマメ少黒点系選抜２代目の背部黒点数の分析
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親魚集団（選抜1代 目）
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図３ヤマメ多黒点系選抜２代目の背部黒点数の分析

いが認められた。少黒点系では雌`性発生区はやや増加

かほぼ横這いであったのに対し，通常交配区では２区

とも黒点数が減少した。また多黒点系では通常交配区，

雌性発生区とも黒点数は増加し，その程度は少黒点系

の雌性発生区より大きかった。

少黒点系の選抜２代目における黒点数の頻度分布を

図２に示した。通常交配群では黒点数の平均値は選抜

配区と雌'性発生区の問で比較すると，少黒点系では雌

性発生区の方が黒点数が多かった。一方，多黒点系で

は通常交配区で黒点数が少ない傾向が認められた。

ふ化後’６ヶ月の黒点数は全ての実験区でふ化後’１

ヶ月より多くなったが，実験区間の平均値の差はふ化

後１１ヶ月とほぼ同様の傾向を示した。

ふ化後２３ヶ月では，黒点数の変化に実験区間で違
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表２ヤマメ選抜２代目の背部黒点数の推移

選抜２代目親魚（選抜１代目）
の黒点数（個） ふ化後１１ケ月目ふ化後１６ケ月目ふ化後２３ケ月目

(平均標準体長1550ｍ）（平均標準体長168.9ｍ）（平均標準体長212.4ｍ）実験区交配方法

雌雄 平均黒点数

（個）

個体数

（尾）

平均黒点数

（個）

個体数

（尾）
個体数

（尾）

平均黒点数

（個）

l-N-l少黒点系通常交配４１６３４９．１１２１３．１１０５９

１－N-２少黒点系通常交配0５３０３．５２７９．９１８７．８

１－G-１少黒点系雌性発生７２３１４．５１１１８６１１２３．５

１－G-２少黒点系雌性発生２５３０１４．３４４２９．２４３２９．０
－－－－－－－－－－－－－￣－－－－－－－－－－－－－－－‐￣－－￣￣￣￣--－－-－－－-－－－----－－－－－－－－－－--－－￣￣－－－－－－￣￣-－￣￣-－--￣￣－－￣￣---－----－－－－-－￣￣－－--－－----￣￣-－－－￣￣￣￣-－－－--￣￣－－￣－－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－￣－－－－

３－N-１多黒点系通常交配１２２１３４３０３９５３８５６．０３０９２．４

３－G-1多黒点系雌性発生９９３０３０．４３１３４．６９５８．２

たが,今回の結果（選抜２代目）では１５ケ月目から２３

ケ月目にかけて少黒点系の通常交配では平均黒点数が

減少し，少黒点系の雌性発生ではほとんど変化がなく，

多黒点系では通常交配，雌性発生とも増加するという

異なった変化が認められた。産卵期が近く（ふ化後２３

ケ月目）なると体色変化に伴って黒点が変形したり，

計数しづらくなる傾向がみられ，特に雄の体色変化が

著しく，少黒点系の雄では黒点が消滅する個体も出現

した。このことが少黒点系の通常交配群における成長

(成熟）に伴う平均黒点数の減少の原因であろう。さら

に，少黒点系の２３ケ月目の平均黒点数は，選抜１代目，

2代目ともに通常交配群（雌雄混合）の方が雌性発生

群（全雌）よりも少なかったが，この原因も成熟に伴

う雌雄間の黒点数の差によるものと考えられる。

以上の結果から，黒点数を減少させる目的であれば

極力黒点数の少ない親魚を選抜することによって通常

交配でも比較的短期間で選抜効果が現れることが明ら

かになった。

1代目より少なくなり，分布範囲も狭くなった。一方，

雌性発生群は選抜１代目と比較すると，分布範囲はほ

ぼ同じであったが，平均黒点数はやや多くなっていた。

多黒点系選抜２代目（F2）の黒点数の分布を図３に示

した。選抜１代目と比較すると，通常交配群では平均

黒点数でやや多く分布範囲はほぼ同じであったが，雌

性発生群では平均黒点数は少なくなり，分布範囲も狭

くなった。

考察

黒点数の少ない個体を親魚（少黒点系）として選抜

すると通常交配群，雌性発生群とも選抜１代目ですで

に親魚集団（平均76.2個）より黒点数の少ない集団

(平均10.9～25.5個）が形成された。選抜２代目では通

常交配群，雌'性発生群ともさらに黒点数が少なくなり，

特に通常交配群で分布範囲も狭くなる傾向がみられ，

顕著な選抜効果が現われた。一方，黒点数の多い親

(多黒点系）を選抜した場合,通常交配群は選抜１代目，

2代目とも顕著な選抜効果は認められなかったが，雌

性発生群では選抜２代目の分布範囲が少なくなる傾向

がみられた。雌性発生を用いた量的形質の育種では雌

性発生二倍体の１代目では個体間の差が大きくなり，

2代目において変異幅が狭くなって選択の効果が顕著

に現れることが予想され，従来法にくらべて遺伝的純

化のための時間は大幅に短縮されるとされている3)。

今回の結果では，多黒点系でその傾向がみられたが，

少黒点系では通常交配，雌`性発生とも１代目ですでに

変異幅が減少し，多黒点系と異なる遺伝様式を示した。

また，斑紋の計数特性の調査4)では黒点数は成長に

伴って増加し，ふ化後１８ヶ月以降でほぼ一定になっ
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